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生物多様性の確保に係る施策の総合的推進施 策 名 Ⅰ-8-(1)

生物多様性国家戦略に示された施策を総合的かつ計画的に実施し、目 標

「自然と共生する社会」の実現を図る。

－ － －指 標 目標値 目標年度

－参考指標

新たに策定した生物多様性国家戦略を踏まえ、自然環境保全の各分下位目標１

野に生物多様性保全の観点をより強く組み込む。

－ － －指 標 目標値 目標年度

－参考指標

総合的推進関連事務事業名

自然環境保全のための政策の策定に必要な情報を収集・整備する。下位目標２

－ － －指 標 目標値 目標年度

モニタリングサイトの設置数参考指標

自然環境基礎調査の推進関連事務事業名

開発途上国に対する支援等により国際的な生物多様性の保全を図下位目標３

る。

－ － －指 標 目標値 目標年度

－参考指標

国際協力関連事務事業名
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自然環境の保全施 策 名 Ⅰ-8-(2)

原生的な自然及びすぐれた自然を保全するとともに、里地里山など

の二次的な自然環境や干潟などの湿地についても、その特性に応じ保目 標

全する。

指 標 目標値 目標年度

参考指標

国所管の原生自然環境保全地域・自然環境保全地域・国立公園を適下位目標１

切に保全管理する。

指 標 目標値 目標年度

参考指標

自然環境保全地域等の保護管理関連事務事業名

世界自然遺産地域に関する調査及び適切な保全管理を実施する。下位目標２

指 標 目標値 目標年度

参考指標

自然環境保全地域等の保護管理関連事務事業名

国立公園の適正な保全管理のため、国立公園計画の点検を行う。下位目標３

点検実施済地 ５７ 平成 年度末指 標 目標値 目標年度 19
域数

参考指標

国立公園の保全管理関連事務事業名

里地里山の保全と持続的な利用の推進及び生物の生息空間（ビオト

ープ）確保とそのネットワーク化を推進する。下位目標４

指 標 目標値 目標年度

参考指標

二次的自然環境の維持関連事務事業名

湿地、藻場、干潟、サンゴ礁等の重要な生態系を保全する。下位目標５

指 標 目標値 目標年度

参考指標

湿地の保全関連事務事業名
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自然環境の再生施 策 名 Ⅰ-8-(3)

生物多様性の観点から望ましい自然環境を積極的に確保するため、

関係省庁と連携し、地方自治体や専門家、ＮＧＯ等の参画を得つつ、目 標

失われた自然を積極的に再生する。

指 標 目標値 目標年度

参考指標
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施 策 名 野生生物の保護管理Ⅰ-8-(4)

希少野生動植物については、生息状況等の調査を実施し、現状

把握を行うとともに、絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存目 標

に関する法律に基づきその保護増殖を図る。また、鳥獣の保護管

理により鳥獣と人との共生を図る。さらに、移入種及び遺伝子組

換え生物による生物多様性への影響を防止する。

指 標 ー 目標値 ー 目標年度 ー

参考指標

レッドリスト等に記載されている希少野生動植物について、その生

息状況等の情報の収集に努め，レットデータブックの改訂に反映する下位目標１

とともに、必要性の高い種についてモニタリングを行う。

指 標 ー 目標値 ー 目標年度 ー

参考指標

希少野生動植物種の調査とリストアップ関連事務事業名

希少野生動植物種の指定、捕獲・譲渡し等の規制、生息地等保護区

、 。下位目標２ の指定と管理 保護増殖事業及び種の保存に係る調査研究を推進する

指 標 ー 目標値 ー 目標年度 ー

参考指標

希少野生動植物の保護関連事務事業名

鳥獣の保護を図るための事業を実施するとともに、鳥獣による生活

環境、農林水産業又は生態系に係る被害を防止し、合わせて、猟具の下位目標３

使用に係る危険を予防する。

指 標 ー 目標値 ー 目標年度 ー

国指定鳥獣保護区の箇所数参考指標

野生鳥獣の保護管理関連事務事業名

生態系に悪影響を与える移入種の対策として捕獲などを実施す

るとともに具体的な制度の検討を進める。また、生物多様性条約下位目標４

カルタヘナ議定書に対応した国内担保法の整備・施行等により、遺伝

子組換え生物による生物多様性への悪影響の防止を図る。

指 標 ー 目標値 ー 目標年度 ー

参考指標

移入生物対策関連事務事業名
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動物の愛護及び管理施 策 名 Ⅰ-8-(5)

動物の愛護と適正な管理を通じた人と動物との共生を図るため、国

民の意識の向上を図るとともに、自治体、動物販売業者による飼い主目 標

等への適切な指導、情報提供の確保、地域における動物の適正飼養推

進のための体制づくりを推進する。

－ － －指 標 目標値 目標年度

－参考指標

動物の愛護と適正な管理について広く理解と関心を得るため、効果

的な普及啓発資料を作成し、都道府県等と連携して啓発事業を検討及下位目標１

び実施する。

－ － －指 標 目標値 目標年度

－参考指標

動物愛護管理の普及啓発関連事務事業名

都道府県等と連携して、動物愛護を推進するためのモデル協議会を

設置する。また、動物販売業者など動物取扱業者の実態把握に努める下位目標２

とともに、動物販売業者用説明マニュアルを作成し、都道府県等によ

る動物愛護及び管理の取り組みへの支援を行い、動物の適正飼養を推

進する。

－ － －指 標 目標値 目標年度

－参考指標

都道府県等による動物愛護管理の取り組みへの支援関連事務事業名

移入種問題への対策として生物多様性に悪影響を及ぼすおそれのあ下位目標３

る動物の飼養のあり方等について制度を検討する。

－ － －指 標 目標値 目標年度

－参考指標

動物愛護管理に関する基準・指針等の策定関連事務事業名
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自然とのふれあいの推進施 策 名 Ⅰ-8-(6)

自然とのふれあいを求める国民のニーズに的確に応えるとともに、

自然とのふれあい活動を通じて、自然への理解を深め、自然を大切に目 標

する気持ちを育成する。

－ － －指 標 目標値 目標年度

－参考指標

自然公園指導員やパークボランティアの活動の質の向上及び自然公

園のビジターセンター等での自然解説活動を行う者の質の向上を図下位目標１

る。また、自然ふれあい体験学習活動の先進地である田貫湖ふれあい

自然塾等で、モデル的な体験プログラムの開発、実践を進め、情報発

信等を実施する。

－ － －指 標 目標値 目標年度

－参考指標

自然とのふれあい活動のサポート関連事務事業名

自然に親しむ運動等により、自然とのふれあいの推進を都道府県等

に広く呼びかけるとともに、観察会等を実施する。また、ホームペー下位目標２

（ ） 、 、ジ インターネット自然研究所 などにより 自然とのふれあい施設

各種行事等の自然情報を提供。これらの充実に努め、自然とのふれあ

いの機会の提供を図る。

－ － －指 標 目標値 目標年度

子どもパークレンジャー参加者数参考指標

インターネット自然研究所アクセス数

自然とのふれあう機会や情報の提供関連事務事業名

国立・国定公園等の自然公園におけるすぐれた自然や山里等身近な

自然の中で、国民が自然に学び、自然を体験する、自然との豊かなふ下位目標３

れあいの場づくりを推進する。

－ － －指 標 目標値 目標年度

自然公園等の利用者数参考指標

自然とのふれあいの場の整備関連事務事業名

温泉法の適正な運用に努めるとともに、温泉の保護及び効率的利用

等に関する調査やふれあい・やすらぎ温泉地整備事業を実施する。下位目標４

指 標 － 目標値 － 目標年度 －

国民保養温泉地年度延宿泊利用人員参考指標

温泉の保護と適正利用関連事務事業名


